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（１） 
本稿は「音楽し」舞踊、韻文の台詞で構成された沖縄独特の伝統楽劇」である組踊の「賢母一一一遷の巻」（作
（２） 
者不詳）に儒学思想の「忠」「孝」「徳」がどのように反映されているかについて考察を行う。一テキス
トは『宜野座村乃文化財（七）上刊「宜野座村字松田（古知屋）の組踊集』（翻刻本とに収録された「賢
母
三
遷
の
巻
」
を
用
い
る
（
以
下
同
筆
者
）
。
松
田
部
落
は
沖
縄
本
島
国
頭
郡
宜
野
座
村
の
行
政
区
で
、
戦
前
ま
で
「
古
知
屋
」
と
呼
ば
れ
、
敗
戦
直
後
に
「
松
田
」
と改称された。一九八三年に発見された松田区の組踊本は嘉慶一一十一一一年（’八一八）に書かれたもの
組
踊
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
み
る
儒
学
思
想
は
じ
め
に
崎
原
麗
霞
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で、その組踊本から、「本部大主」一冊、「高那敵討」三冊、「糸納の按司」｜冊、「賢母三遷の巻」｜
（３） 
冊、「黄金の羽釜里川の子」｜冊、〈ロ計七冊の組踊本が確認されたという。翻刻本中の「賢母一一一遷の
（４） 
巻」に関しては、池宮正治氏による現代語訳、圭西釈、素材に関する考察及び概評が施されている。た
だ
、
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
台
詞
・
詞
章
に
儒
学
思
想
が
い
か
に
織
り
込
ま
れ
た
か
に
関
す
る
具
体
的
な
指
摘
が
な
さ
れていないため、本稿ではその補足を試みる。考察方法として、「賢母三遷の巻」にみる「儒学的な」
詞章・台詞（歌を含む）を抽出し、番号をふり、頁数、発話者、身分、具体な詞章・台詞（歌を含む）、
詞章・台詞にみる儒学の徳目といった項目を立て、儒学思想いわば「忠」「孝」「徳」がどのように盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
を
纏
め
、
作
品
の
構
造
と
そ
の
特
徴
の
分
析
を
試
み
る
。
組
踊
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
た
。
研
究
者
と
し
て
、
伊
波
普
猷
氏
、
池
宮
正
治
氏
、
矢
野
輝
雄
氏
、
當
問
一
郎
氏
ら
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
先
行
研
究
成
果
を
以
下
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
組
踊
は
「
音
楽
と
舞
踊
、
韻
文
の
台
詞
で
構
成
さ
れ
た
沖
縄
独
特
の
伝
統
楽
劇
。
琉
球
国
劇
と
も
い
う
。
沖
縄
に
伝
（５） 
わる音楽と舞踊を総合的に取り入れ、｜つの物語を形成した戯曲であるので、｝」の名称がある」という。
組
踊
を
創
作
し
た
の
は
玉
城
朝
薫
で
あ
っ
た
。
一
七
一
九
年
、
尚
敬
王
へ
の
冊
封
の
た
め
、
琉
球
国
が
徐
葆
光
を
冊
儒
学
思
想
と
組
踊
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封
副
使
（
正
使
は
海
宝
）
と
し
て
中
国
か
ら
迎
え
た
。
そ
の
年
の
冊
封
使
を
歓
待
す
る
重
陽
の
宴
に
、
組
踊
が
初
め
て
（６） 
上
演
さ
れ
、
以
後
、
組
踊
は
冊
封
使
を
歓
迎
す
る
宴
席
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。（７） 
ま
た
、
「
球
陽
』
尚
敬
七
年
の
記
事
に
は
、
「
初
め
て
本
国
の
故
事
を
以
て
戯
を
作
ら
し
む
」
と
い
う
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
踊
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
玉
城
朝
薫
が
、
「
執
心
鐘
入
」
「
銘
苅
子
」
「
女
物
狂
」
「
二
童
敵
討
（
護
佐
丸
敵
討
）
」
「
孝
行
の
巻
」
と
い
う
五
番
を
、
平
敷
屋
朝
敏
（
一
七
○
○
～
一
七
三
四
）
が
「
手
水
の
縁
」
を
、
さ
ら
に
、
一
七
五
六
年
の
尚
穆
王
冊
封
の
踊
奉
行
を
務
め
た
田
里
朝
直
（
’
七
○
三
～
’
七
七
一
一
一
）
は
四
番
「
万
歳
敵
討
」
「
義
臣
物
語
（
国
吉
比
屋
）
「
大
城
崩
」
「
北
山
崩
」
を
創
作
し
た
。
そ
の
後
、
高
宮
城
朝
常
が
「
花
売
の
縁
」
を
、
摩
文
仁
安
祥
が
「
二
山
和
睦
」
を
、
久
手
堅
親
雲
上
が
「
大
川
敵
討
」
（
忠
孝
婦
人
）
を
、
平
織
親
雲
上
が
「
巡
見
官
」
を
、
辺
（８） 
士
名
親
雲
上
が
「
忠
士
身
替
の
巻
」
を
、
徳
嶺
親
雲
上
が
「
束
辺
名
夜
討
」
を
創
作
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
組
踊
の
中
心
思
想
は
「
忠
孝
節
義
が
強
く
う
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
儒
教
道
徳
思
想
が
組
踊
の
な
か
に
も
も
り
こ
ま
れ
（９） 
ている」という。
組
踊
が
成
立
し
た
時
代
背
景
と
し
て
、
当
時
の
首
里
王
府
に
は
明
（
中
国
）
に
対
し
、
「
独
立
国
と
し
て
礼
楽
を
も
（、）
っ
て
統
治
す
る
儒
学
国
家
の
体
面
を
形
作
る
一
息
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
「
琉
球
国
が
儒
教
に
基
づ
く
（、）
礼楽の国である｝」とを誇示する基本姿勢が貫かれて」いると、矢野輝雄氏が指摘されている。
そ
も
そ
も
、
組
踊
に
儒
学
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
池
宮
正
治
氏
が
最
初
に
行
っ
た
。
氏
は
「
組
踊
の論理」に以下のように述べている。
269組踊「賢母三遷の巻」にみる儒学思想
Hosei University Repository
と
こ
ろ
で
冊
封
の
諸
宴
で
組
踊
が
演
ぜ
ら
れ
だ
の
は
一
七
一
九
年
（
康
煕
五
十
八
）
の
尚
敬
王
の
冊
封
か
ら
、
’
八
六
六
年
（
同
治
五
）
の
尚
泰
王
の
冊
封
ま
で
の
合
計
六
回
で
あ
る
。
冊
封
諸
宴
で
演
出
さ
れ
た
作
品
総
数
は
以
下
の
二十五作品。「銘苅子」「執心鐘入」「護佐丸敵討（二童敵討）」「孝行の巻」「女物狂」「万歳敵討」「義
臣物語（国吉比屋）」「大城崩」「北山崩」「忠孝婦人（大川敵討）」「巡見官」「忠士身替の巻」「束辺名
夜討」「辺土之大主」「我数之子」「孝女布晒」「姉妹敵討」「花売の縁」「天願若按司敵討」「本部大主」
（Ｅ） 
「瀬長按司」「一一山和睦」「伊祖の子」「伏山敵討」「手水の縁」であるという。しかし、上述のように、
組
踊
の
展
開
、
つ
ま
り
物
語
の
主
要
テ
ー
マ
に
儒
学
思
想
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
登
場
人
物
が
発
す
る
詞
章
・
台
詞
に
は
、
儒
学
思
想
の
ど
の
徳
目
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
に
関
す
る
考
察
は
ま
だ
少
な
い
。
本
稿
は
組
踊
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
を
一
つ
の
例
に
考
察
を
行
い
た
い
。
そ
の
目
的
は
、
考
察
を
通
し
て
琉
球
国
劇
の
組
踊
に
お
け
る
儒
学
思
想
の
受
容
実
態
の
一
側
面
を
つ
か
み
、
「
賢
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
「
執
心
鐘
入
」
は
後
の
仇
討
物
と
は
趣
を
異
に
す
る
が
、
女
の
挑
発
を
ふ
り
き
っ
て
王
府
に
奉
仕
す
る
忠
義
心
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
「
孝
行
の
巻
」
の
主
人
公
は
そ
の
至
孝
故
に
王
子
妃
と
な
り
、
「
二
童
敵
討
」
は
親
の
仇
を
討
つ
子
の
義
務
と
し
て
ｌ
い
わ
ば
孝
道
を
描
こ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
．
つ
ま
り
五
組
は
封
建
社
会
の
最
も
基
本
的
な
徳
自
で
あ
る
「
忠
」
や
「
孝
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
他
の
物
語
も
首
里
（吃）
王
府
が
介
入
し
幸
運
を
さ
ず
け
る
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
後
略
。
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安川の子（士族）に先立たれた未亡人（千代松の母親）は、生活のため人の布を織ったりして生計
を
立
て
て
い
る
。
｜
方
、
無
邪
気
の
千
代
松
は
、
村
に
住
む
と
畑
仕
事
の
ま
ね
、
市
に
住
む
と
商
人
の
ま
ね
を
し
た
り
し
て
、
環
境
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
子
供
が
幼
い
う
ち
に
夫
に
先
立
た
れ
人
様
の
布
織
な
ど
を
し
な
が
ら
貧
困
の
中
で
必死に子供の出世（首里加那志みやだいり）を願う母親は、わが子が環境に左右されていると悟り、
少しでもいい環境を求めて子供と高嶺の村の学校所の側に移転していく。そこに落ち着く千代松は母
親の苦心を察知して、生計の手伝いをしながら毎晩学問に励んでいる。
「賢母三遷の巻」は作者不詳とされているが、一九八三年に発見された松田区の組踊本は嘉慶二十
一一一年（一八一八尚顧十五）に書かれたものなので、物語の時代は一八一一八年以前に想定できる。琉
球
国
は
尚
敬
、
尚
穆
、
尚
温
、
尚
成
王
を
経
て
尚
議
王
に
わ
た
っ
て
い
る
。
母三遷の巻」にみる儒学の様相を通して、組踊にみる儒学の様相の一側面の解明及び他の組踊演目と
の
異
同
の
究
明
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。
二
．
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
詞
章
・
台
詞
に
関
す
る
検
討
Ｄ
あ
ら
す
じ
271組踊「賢母三遷の巻」にみる儒学思想
Hosei University Repository
そ
こ
へ
按
司
の
身
分
に
感
謝
と
責
務
を
感
じ
、
慎
み
や
慈
悲
の
心
で
天
下
を
治
め
よ
う
と
、
身
分
を
隠
し
し
の
び
で
島
め
ぐ
り
を
す
る
島
尻
の
世
の
主
の
豊
世
松
按
司
が
登
場
す
る
。
夜
中
に
聞
こ
え
た
千
代
松
の
読
書
の
声
に
惹
か
れ
、
隣
の
下
人
（
間
の
物
）
か
ら
親
子
の
経
緯
を
聞
い
た
按
司
が
親
子
二
人
の
「
親
が
な
し
の
思
子
御
教
訓
、
ま
た
思
子
の
親
が
な
し
の
御
孝
行
」
に
感
動
し
、
褒
美
と
し
て
千
代
松
に
高
嶺
村
の
地
頭
所
を
与
え
る
。
｜
方
、
夜
中
に
畑
仕
事
を
し
て
い
る
下
人
（
間
の
物
）
も
、
大
変
な
親
孝
行
者
で
あ
る
。
病
気
の
親
を
養
生
さ
せ
る
た
め
、
身
売
り
を
し
て
、
昼
は
主
人
奉
公
し
て
、
夜
は
一
所
懸
命
に
畑
を
耕
し
て
親
を
養
っ
て
い
る
。
夜
中
畑
仕
事
に
励
む
下
人
（
間
の
物
）
か
ら
事
情
を
聞
出
し
た
豊
世
松
按
司
は
身
請
け
金
を
出
し
て
助
け
て
や
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
お
け
る
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
物
語
の
展
開
に
従
い
領
土
を
治
め
る
側
に
立
つ
按
司
が
下
人
に
ま
で
ま
な
ざ
し
を
注
ぎ
、
徳
政
を
行
っ
た
理
想
的
な
統
治
者
と
し
て
描
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
常
に
我
が
子
の
生
活
、
学
習
環
境
に
気
を
配
り
、
子
の
出
世
と
そ
れ
に
伴
っ
て
先
祖
の
名
が
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う母（安川の子の未亡人）。
田
舎
の
畑
と
市
で
は
無
邪
気
に
遊
ん
で
い
た
が
、
転
居
後
は
母
親
の
苦
心
を
察
知
し
、
生
計
を
手
伝
い
、
母
親
を
励
ま
し
な
が
ら
奮
起
し
て
苦
学
す
る
千
代
松
（
安
川
の
子
の
遺
児
）
。
思われる。
。
主
要
登
場
人
物
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主）。 病気
の
親
を
抱
え
な
が
ら
、
昔
の
孝
行
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
身
売
り
を
し
て
昼
間
は
主
人
奉
公
、
夜
は
畑
仕
事
に
精
を出す下人（間の物）。
姿
を
変
え
て
民
情
視
察
に
出
か
け
、
好
ま
し
い
風
習
を
取
り
立
て
る
徳
政
を
展
開
す
る
豊
世
松
按
司
（
島
尻
の
世
の
①
番
（
二
詞
章
・
台
詞
（
前
略
筆
者
以
下
同
）
玉
金
一
人
子
、
思
頼
て
朝
夕
取
素
立
し
ゅ
す
が
、
わ
ら
び
て
ら
も
の
や
見
る
か
た
ど
習
て
、
原
人
の
し
わ
ざ
色
々
の
た
わ
ぶ
り
に
、
な
れ
染
て
い
け
ば
、
な
し
子
た
め
な
ら
ぬ
、
去
年
に
し
や
市
方
に
引
き
こ
し
や
詞章・台詞より儒学を想定される具体的な例を抽出し、番号をふり、頁数及び発話者を記入し、さ
ら
に
そ
の
身
分
に
関
し
て
は
物
語
の
流
れ
に
沿
っ
て
分
類
し
、
儒
学
と
の
関
連
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
①
番
（
二
○
｜
頁
）
発
話
者
は
母
。
身
分
は
士
族
の
未
亡
人
。
ひ
き
や
れ
ば
、
ま
た
ん
あ
き
ん
ど
の
ま
ね
よ
し
き
あ
す
で
、
あ
わ
れ
こ
の
丈
に
な
れ
は
て
シ
を
て
ん
、
（
Ａ
）
士
の
家
■
 
按司の徳政を伝える岩崎のひやと富田大主（豊世松按司の臣下）。
刃
詞
章
・
台
詞
に
み
る
忠
孝
徳
の
実
例
（
傍
線
と
括
弧
内
の
英
字
は
筆
者
。
以
下
同
）
役
ワ
ヨ
ュ
ｈ
ト
レ
つ
じ
の
宅
も
ち
【］
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肝
つ
く
き
民
の
治
方
さ
ね
ば
、
天
の
道
た
が
て
お
と
る
し
や
よ
あ
れ
ば
、
諸
臣
下
の
内
も
器
量
見
合
し
や
り
、
役
職
に
居
し
て
、
嶋
国
の
仕
う
ち
、
百
姓
の
治
め
、
授
け
や
り
あ
す
が
、
若
か
行
た
ら
ぬ
こ
と
の
あ
て
か
ら
や
、
罪
科
や
第
一
ひ
ち
ゆ
へ
身
に
あ
れ
ば
、
慎
み
の
上
に
つ
芦
（
し
み
）
よ
重
ね
、
顔
や
雨
笠
に
按
司
の
名
よ
か
く
ち
、
嶋
国
を
廻
て
員
②番（｜｜
詞
章
・
台
詞
前
略
あ
ジ
て
や
り
、
高
嶺
の
村
の
、
学
校
所
側
に
や
ど
ゆ
求
め
た
ん
、
後
略
キーワードは「士の家」「物習」「首里ぎやなし」「按司がなし」「人勝り」「与所まされ」「過し親ふ
じの名」。徳目は忠孝。Ａは主君への忠。士族生まれだから首里への奉公、按司への奉公が求められる。
Ｂ
は
先
祖
へ
の
孝
。
親
の
名
を
上
げ
る
こ
と
は
孝
行
の
一
つ
。
②番（’’○’’’’二○四頁）発話者は豊世松の按司。身分は主（君）。
やすてシ」。
③
番
（
二
詞
章
・
台
詞
分
の
上
に
、
よ
司利Ⅲ１後略
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
難
有
や
こ
の
身
」
「
慎
み
や
慈
悲
の
肝
つ
く
ぎ
民
の
治
方
」
「
よ
た
し
や
す
や
あ
げ
て
、
わ
る
さ
す
すて葛」。徳目は徳。治国の道。主君の振る舞い。徳政の執行。役人の裁量任用。天の道を守る。
⑤
番
（
二
○
四
’
二
○
五
頁
）
発
話
者
は
□
説
。
あ
寡
難
有
や
こ
の
身
嶋
国
の
中
に
、
君
と
立
ち
れ
て
生
れ
や
れ
を
れ
ば
、
我
が
身
か
ら
責
て
、
慎
み
や
慈
悲
の
よ
た
し
や
す
や
あ
げ
て
わ
ろ
さ
す
や
す
て
宮
、
難
有
や
こ
の
身
嶋
国
の
主
に
、
誠
生
れ
た
る
道
よ
立
ら
■
■
「
Ｉ
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キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
民
の
治
を
授
け
ら
れ
、
天
の
み
よ
ん
ぎ
を
身
に
守
て
、
道
を
た
が
わ
ん
踏
ま
ん
て
や
り
」
「
引
ゆ
導
き
も
楽
も
苫
も
、
や
ゑ
、
民
と
共
に
し
幾
千
代
も
、
天
の
こ
づ
ろ
ぞ
仰
ご
な
り
」
。
徳
目
は
徳
。
治
国
の
道
。
里
、
島
め
ぐ
り
。
善
し
悪
し
を
見
極
め
る
。
善
し
を
取
り
立
て
る
。
天
の
心
を
仰
ぐ
。
④番（二○六頁）発話者は主（君）。
後
略
島
め
ぐ
り
。
④
番
二
一
詞
章
・
台
詞
司露よしは取
立
あ
し
き
を
ば
、
引
ゆ
導
き
も
楽
も
苫
も
、
や
ゑ
、
民
と
共
に
し
幾
千
代
も
、
天
の
こ
シ
ろ
ぞ
仰
ご
な
り
、
前
略
わ
ん
ど
も
と
か
ら
難
儀
こ
ん
じ
し
ち
、
弐
人
の
親
や
し
な
ゆ
す
が
、
あ
シ
、
ま
あ
だ
運
の
た
ら
ぬ
、
こ
ぞ
に
し
や
、
詞
章
・
台
詞
あばら屋の内に、ねぶる目もねらぬ、志立てはまる思菫ベ、これやたづならぬものどやゆる、後略
儒学を想定させる具体的な詞章・台詞はないものの、ヒントは「ねぶる目もねらぬ」読書に励む声。
読書（学問）することによって役人に採用され、その結果、自己実現を図る。読書（学問）によって
自
己
救
済
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
儒
学
の
学
問
を
勧
め
る
教
え
と
合
致
す
る
。
⑤
番
（
二
○
六
頁
）
発
話
者
は
問
の
物
。
身
分
は
百
姓
。
や
つ
れ
姿
に
立
出
て
、
里
の
さ
と
シ
シ
嶋
々
よ
、
め
蘂
ぐ
れ
シ
シ
て
難
波
の
、
よ
し
と
あ
し
を
み
わ
か
し
や
い
、
国
の
あ
る
じ
に
立
ら
れ
て
、
民
の
治
を
授
け
ら
れ
、
天
の
み
よ
ん
き
を
身
に
守
て
、
道
を
た
が
わ
ん
踏
ま
ん
て
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ん
、
親
の
こ
と
や
、
な
シ
か
い
ん
胴
売
て
い
し
よ
ん
で
の
、
む
か
し
い
こ
と
ば
に
心
は
ぢ
ま
ち
、
夜
昼
ん
働
ん
、
後
略
キーワードは「昼や主人の奉公きばて、夜々や自分のはたけたがやち」「夜昼ん働ん」。徳巨は孝行。
七
回
も
身
を
売
っ
て
親
を
養
う
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
昼
は
主
人
の
奉
公
に
務
め
、
夜
は
自
分
の
畠
を
耕
し
、
二
人
の
親
を養う。
⑤
番
（
二
詞
章
・
台
詞
男
の
親
の
病
気
さ
れ
て
、
養
生
の
手
段
な
ら
ん
、
な
く
な
く
も
人
の
内
に
な
て
養
些
や
幸
い
な
こ
と
、
昼
や
主
人
の
奉
公
き
ば
て
夜
々
や
自
分
の
は
た
け
た
が
や
ち
、
人の親を養う。
⑦番（二○「
や
し
な
て
を
や
く
い
ん
、
後
略
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ひ
る
や
主
人
の
奉
公
気
張
て
、
夜
々
や
自
分
の
畠
け
耕
ち
」
。
⑤
番
と
重
複
し
て
い
る
が
、
徳
目
は
孝
行
。
病
気
で
あ
る
親
の
養
生
の
た
め
身
売
り
を
す
る
。
昼
は
主
人
の
奉
公
に
務
め
、
夜
は
自
分
の
皇
を
耕
し
、
二
前
略
わ
ん
ど
も
と
か
ら
難
儀
こ
ん
じ
し
ち
、
弐
人
の
親
や
し
な
や
く
い
す
が
、
ま
あ
だ
運
が
た
ら
ぬ
、
去
年
に
し
や
、
男の親の病気されて、養生の手段なやびらん、なこなくぬ人の内になて、養生しやれば、快気されて、
こ
れ
や
幸
い
な
こ
と
や
シ
く
い
ん
、
ひ
る
や
主
人
の
奉
公
気
張
て
、
夜
々
や
自
分
の
畠
け
耕
ち
、
と
や
か
く
弐
人
の
親
（二○八頁）発話者は百姓。
（二○八頁）発話者は按司。身分は主（君）。
な
く
な
く
も
人
の
内
に
な
て
養
生
し
や
れ
ば
、
快
気
さ
れ
て
、
こ
れ
と
や
か
く
弐
人
の
親
や
し
な
て
を
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は人の道。
⑧
番
（
二
詞
章
・
台
詞
や
、
お
の
づ
か
ら
元
の
御
助
け
の
あ
も
の
、
怠
ら
ぬ
ご
と
に
よ
る
ひ
ろ
ん
き
ば
れ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
に
生
れ
や
り
人
の
み
ち
て
す
や
、
親
に
孝
行
の
外
や
ま
た
あ
ら
ん
」
。
徳
目
は
孝
行
。
親
孝
行
は
人
の
道
。
孝
行
す
れ
ば
自
ら
御
助
け
が
あ
る
と
い
う
。
⑧番（二○九’’’’○頁）発話者は間の物。身分は百姓。
あ
蛍
、
人
に
生
れ
や
り
人
の
み
ち
て
す
や
、
親
に
孝
行
の
外
や
ま
た
あ
ら
ん
、
お
の
こ
二
ろ
ふ
か
く
思
め
つ
く
す
も
の
詞
章
・
台
詞
前
略
原
屋
ど
り
を
て
、
お
の
思
子
素
立
め
し
や
い
た
ぴ
い
げ
さ
や
び
い
す
が
、
原
人
の
し
わ
ざ
、
い
ろ
い
ろ
の
た
わ
ぶりになれ染ていけば、こまをてや素立方ならんぬでいち、おれから市端に引越きやごと、またまた、
商
売
の
ま
ね
し
や
れ
ば
、
こ
ま
お
て
ぬ
済
ん
ぬ
で
い
ち
、
七
八
年
先
、
な
ま
の
所
に
移
て
い
ひ
ま
ひ
ん
し
や
う
ぎ
や
ご
と、おれから、手墨学問にしゆめ嵐しやいくたれば、誠にこまど思子素立い所ぬで、よるこでいまひ
ん
し
や
う
や
び
ん
、
中
略
親
が
な
し
い
や
人
の
布
織
り
、
苧
つ
な
ぎ
や
い
、
ま
た
思
子
千
代
松
の
前
や
野
山
に
出
て
、
成
行
、
豊
世
松
の
按
司
の
お
ん
に
ゆ
か
れ
ば
、
御
取
立
の
あ
ら
は
つ
ん
で
、
い
づ
れ
取
沙
汰
し
や
ぴ
い
ん
、
後
略
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
稽
古
物
や
怠
ら
ぬ
、
毎
夜
あ
の
通
り
だ
や
く
る
」
「
親
が
な
し
の
思
子
御
教
訓
、
ま
た
思
子
の
親
薪
木
と
て
の
渡
世
だ
や
く
る
、
や
す
が
、
稽
古
物
や
怠
ら
ぬ
、
毎
夜
あ
の
通
り
だ
や
く
る
、
あ
ん
し
、
親
が
な
し
の
恩
子
御
教
訓
、
ま
た
思
子
の
親
が
な
し
の
御
孝
行
、
い
こ
と
葉
に
ん
、
い
き
も
つ
く
さ
れ
や
び
ら
ぬ
、
こ
の
人
の
き
や
の
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がなしの御孝行」。徳目は孝行。農家の真似事、商売人の真似事は士の子に相応しくない。学校のそ
ばで手墨学問を真似ることこそ、士の子に相応しいという価値観。母親は生計を立てながら、わが子
への教訓を優先させる。子は家計を助けながら勉学に励む孝行息子。親子の曰々の営みは按司に取り
立
て
ら
れ
る
と
信
じ
る
百
姓
。
⑨
番
（
二
一
一
頁
）
発
話
者
は
問
の
物
。
身
分
は
百
姓
。
⑨
番
（
二
詞
章
・
台
詞
さ
れ
、
豊
世
松
の
按
司
や
、
至
極
御
慈
悲
な
御
主
だ
や
く
る
、
御
臣
下
や
子
の
ご
と
御
か
な
し
や
、
先
ひ
い
さ
し
ゅ
す
⑩
番
（
二
詞
章
・
台
詞
に
ぎ
ん
こ
す
い
、
や
あ
し
や
し
ゆ
す
に
も
の
呉
り
ぬ
で
の
御
肝
や
、
ひ
や
い
と
御
放
し
め
し
や
う
ら
ぬ
あ
れ
ば
、
誠
に
キーワードは「御取立のあれば、我れ増ゑいことにこシろざち、罪科かシたんでいきや、これまで、
ま
あ
だ
き
ち
や
び
ら
ん
」
。
徳
目
は
徳
。
按
司
は
至
極
御
慈
悲
あ
る
主
君
。
臣
下
を
わ
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
、
臣
下
は
主
君
を
わ
が
親
の
よ
う
に
仰
ぐ
。
ま
た
、
取
立
て
が
あ
る
か
ら
百
姓
は
こ
れ
に
こ
こ
ろ
ざ
し
、
犯
罪
が
な
く
な
る
と
いう社会風俗。
⑩番（二一
｜
頁
）
発
話
者
は
問
の
物
。
身
分
は
百
姓
。
４
一
コ
く
う
勺
０
７
ノ
ワ
Ｐ
目
ｆ
０
勺
ｎ
Ｍ
ソ
顔
、
牌
ｐ
Ｈ
『
｜
ｈ
ｌ
ｌ
ｎ
ｗ
ゾ
ユ
オ
ヨ
４
．
▽
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前
略
い
や
が
孝
心
親
弐
人
が
と
し
や
、
頼
む
さ
よ
思
て
助
け
ぶ
し
や
あ
も
の
、
仕
合
に
わ
身
の
か
ね
持
ひ
を
れ
ぱ
、
⑪番（｜｜
詞
章
・
台
詞
孝
行
ひ
と
つ
、
兄
弟
和
睦
、
ど
し
朋
輩
に
誠
や
一
統
の
そ
く
だ
や
び
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
親
に
孝
行
ひ
と
つ
、
兄
弟
和
睦
、
ど
し
朋
輩
に
誠
や
一
統
の
そ
く
だ
や
び
る
」
。
徳
自
は
徳
。
優
れ
た
主
に
恵
ま
れ
、
百
姓
は
親
に
孝
行
、
兄
弟
に
和
睦
、
朋
輩
に
誠
を
も
っ
て
付
き
合
う
。
⑪番（二一一一頁）発話者は按司。身分は主（君）。
お
れ
程
の
御
主
お
や
ひ
め
し
や
う
れ
ば
、
御
役
々
末
々
迄
い
、
御
肝
や
壱
シ
だ
や
く
る
、
我
々
の
も
の
ま
で
も
、
親
に
ゆ
ろ
、
後
略
ん
主
あ
ん
ま
あ
に
孝
行
し
や
る
ゆ
へ
に
、
か
ん
に
や
る
御
助
け
に
あ
ふ
て
、
あ
シ
、
う
れ
し
さ
の
余
り
泪
だ
袖
ど
し
ぶ
は取り上げ」
＠
番
（
二
詞
章
・
台
詞
前
略
あ
シ
、
ん
で
、
あ
な
掘
ゆ
る
時
、
こ
が
れ
ほ
り
出
ち
、
果
報
を
つ
き
や
ん
で
、
も
の
が
た
れ
ど
、
間
々
を
た
る
、
（
Ｂ
）
わ
ね
こ
の
か
ね
ゆ
呉
ら
ば
、
身
請
し
ぎ
宿
に
、
帰
て
行
ち
親
に
孝
行
よ
尽
ち
、
後
略
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
孝
心
」
「
身
請
」
。
徳
目
は
徳
。
百
姓
の
孝
行
に
感
動
し
て
は取り上げ」る約束の具体例。
＠
番
（
二
一
四
頁
）
発
話
者
は
問
の
物
。
身
分
は
百
姓
。
（
Ａ
）
む
か
し
困
窮
な
も
ん
の
、
子
抱
ち
を
し
や
、
親
の
善
ひ
な
ら
ぬ
で
い
ち
、
親
の
為
に
子
お
ぞ
ま
身
請
の
金
を
渡
し
た
按
司
。
「
よ
し
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親
の
た
め
に
し
ぎ
や
る
こ
ジ
ろ
か
ら
さ
ら
み
、
か
に
や
る
百
果
報
の
つ
き
や
る
こ
と
や
キーワードは「親のため」「百果報」。徳目は孝行。親孝行は報われる。
⑭番（二一五頁）発話者は千代松。身分は子（安川の子の遺児）。
⑬
番
（
二
詞
章
・
台
詞
⑭
番
二
一
詞
章
・
台
詞
キーワードは「果報」「孝行三御助け」。徳自は孝行。Ａは「黄金の釜」の伝説。Ｂは身に起きた現実。
両者とも親孝行へのご褒美。孝行すれば御助けがあるという因果応報の実現。
⑬
番
三
一
四
頁
）
発
話
者
は
歌
。
前
略
苦
の
あ
と
や
楽
も
し
ゅ
ん
て
や
り
、
む
か
し
い
こ
と
ば
に
わ
が
こ
シ
ろ
舅
み
、
い
と
な
み
ん
懸
て
（
Ａ
）
墨
な
願の遂て母親よ、こうろやすやすとやしなゆることや、神仏け揃て貝守やり給れてやい、あよもあし
ご
と
い
肝
の
願
ん
し
ゆ
よ
ん
、
後
略
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
墨
な
ら
て
」
「
御
主
加
那
志
み
（
や
）
だ
り
」
「
い
つ
か
我
か
願
の
遂
て
母
親
よ
、
こ
シ
ろ
や
す
やすと」。徳巨は忠・孝行。Ａは手墨（学問を）習って、御主奉公という忠の志向。Ｂは主君奉公と
いう願いが叶えば母親を楽させる孝行志向。
⑬番（二一七’’’’八頁）発話者は岩崎のひや。身分は臣下。
ら
て
か
ら
に
、
御
主
加
那
志
み
（
や
）
だ
り
、
が
ら
め
か
ん
と
も
て
、
母
よ
す
夢
み
ゆ
ん
、
中
略
（
Ｂ
）
い
つ
か
我
か
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弥
増
し
に
御
徳
か
づ
や
き
や
り
を
す
が
、
按
司
ぎ
や
な
し
天
の
御
心
や
若
か
、
嶋
国
の
様
子
、
風
俗
の
よ
し
あ
し
、
御
見
分
め
し
や
う
き
、
高
嶺
の
村
の
安
川
が
母
子
行
や
気
立
、
人
に
立
替
て
勝
り
や
り
を
れ
ぱ
、
御
取
立
め
し
や
る
御
心
の
あ
と
て
、
安
川
の
母
子
ふ
た
り
御
用
に
行
い
キーワードは「御惠の露に民草も栄えて」「朝夕願よすや按司がなし御果報」「君と御臣下の道直に
治
む
、
御
徳
化
や
与
所
の
国
迄
も
及
で
」
。
徳
目
は
徳
。
主
君
の
恵
み
に
民
は
や
す
や
す
と
栄
え
て
、
百
姓
は
主
君
の
末永い治国を願う。その結果、主君と臣下の道を治める、主君の徳化は広がっていくという徳政によ
る
治
国
を
評
価
す
る
。
⑯
番
（
二
一
八
頁
）
発
話
者
は
岩
崎
の
ひ
や
。
身
分
は
臣
下
。
暮
き
、
御
万
人
の
問
切
こ
鴬
ろ
お
ち
合
ち
、
朝
夕
巨
御
掛
ぼ
さ
い
み
し
（
や
う
）
ろ
神
願
よ
し
ち
ゆ
て
、
詞
章
・
台
詞
前
略
あ
え
前
略
こ
れ
ほ
ど
の
御
慈
悲
深
さ
あ
る
御
代
に
、
生
り
た
る
民
の
百
々
の
う
れ
し
や
キーワードは「御慈悲深さある御代」「民の百々のうれしや」。徳巨は徳。御慈悲深さある御代に生
まれた民は幸運である。
⑯
番
（
二
詞
章
・
台
詞
有
難
や
主
人
、
按
司
ぎ
や
な
し
天
の
、
御
恵
の
露
に
民
草
も
栄
え
て
、
朝
夕
願
よ
す
や
按
司
が
な
し
御
果
報
、
君
と
御
臣
下
の
道
直
に
治
む
、
御
徳
化
や
与
所
の
国
迄
も
及
で
、
よ
た
か
な
る
御
代
に
安
す
、
と
礫
子
の
石
の
大
瀬
な
る
ま
で
ぬ
、
281組踊「賢母三選の巻」にみる儒学思想
Hosei University Repository
前
略
母
と
千
代
松
が
行
や
気
立
、
人
に
立
替
て
、
人
に
立
ぬ
け
て
、
す
ご
り
と
る
次
第
、
ま
さ
れ
と
る
次
第
、
間
よ
定
め
て
ど
、
間
よ
ほ
く
ら
し
や
の
、
褒
美
さ
ん
と
も
呼
ち
あ
よ
る
キーワードは「行や気立」「人に立ぬけて」。徳目は徳。親子二人は人に勝る行いをしたため主君か
ら
ご
褒
美
が
与
え
ら
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
。
⑬番（’’’’’’’’二一一頁）発話者は按司。主（君）。
⑬
番
（
二
詞
章
・
台
詞
⑰
番
（
二
詞
章
・
台
詞
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
士
の
本
意
う
し
な
は
ん
」
「
な
し
子
引
進
め
奉
公
よ
し
め
て
」
「
過
し
親
ふ
じ
の
な
も
あ
げ
ら
て
や
り」「千代松が朝夕母の下知守て」「手墨学問ん励ぢまちやるこシろざし」。徳目は孝行、貞淑。女手
一
つ
で
士
の
志
を
忘
れ
ず
に
わ
が
子
を
奉
公
さ
せ
、
先
祖
の
名
を
上
げ
た
母
親
。
親
の
心
を
察
し
、
手
墨
学
問
に
励
む
ごとに、
呉
よ
ん
前
略
夫
よ
先
立
て
、
助
び
ん
を
ら
ん
女
身
の
習
の
、
お
の
難
儀
し
ち
ん
、
お
の
あ
わ
れ
し
ち
ん
、
誠
と
士
の
本
意
う
ま
た
、
千
代
松
が
朝
夕
母
の
下
知
守
て
、
手
墨
学
問
ん
励
ぢ
ま
ち
や
る
こ
夢
ろ
ざ
し
、
（一三一頁）発話者は按司。主（君）。
只
な
ら
ぬ
母
子
、
ま
シ
な
ら
ん
親
子
、
世
の
中
の
手
本
、
嶋
国
の
か
づ
み
、
眉
里
し
び
．
吃
宅
方
あ
シ
む
か
し
も
の
が
た
り
間
る
価
て
、
お
の
褒
美
高
嶺
の
地
頭
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や
あ
、
千
代
松
、
け
ふ
か
ら
や
こ
う
ろ
、
や
す
や
す
と
暮
ち
、
手
墨
学
問
ひ
と
か
た
に
な
ら
て
、
嶋
国
の
た
め
に
な
よ
⑲
番
（
二
詞
章
・
台
詞
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
手
墨
学
問
ひ
と
か
た
に
な
ら
て
、
嶋
国
の
た
め
に
な
よ
る
ご
と
に
」
。
徳
巨
は
忠
。
士
の
遺
児
に
島
国
の
為
に
学
問
に
励
む
こ
と
を
勧
め
る
主
君
。
⑳番（二一一四頁）発話者は富田大主。身分は臣下。
る
ご
と
に
後
略
前
略
御
恩
た
う
と
さ
や
、
肝
に
思
染
て
、
胸
に
思
留
て
、
手
墨
学
問
お
の
外
の
事
も
、
誠
に
嶋
国
の
た
め
に
な
よ
る
子
。
こ
の
二
人
は
世
の
中
の
手
本
、
島
国
の
鏡
に
な
る
（
評
価
し
高
嶺
の
地
頭
を
与
え
る
）
。
⑲番（二一一一一一頁）発話者は按司。主（君）。
め
し
え
る
ご
と
胸
に
、
深
く
思
め
染
め
て
、
朝
夕
稽
古
方
き
も
心
つ
く
ち
、
お
臣
下
に
生
れ
た
る
、
道
よ
立
て
や
く
ら
も
の
や
、
忠
節
よ
尽
ち
、
い
や
ま
し
に
御
徳
四
方
の
国
ま
で
も
、
輝
か
す
ご
と
に
心
つ
く
せ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
忠
節
よ
尽
ち
」
。
徳
巨
は
忠
。
主
君
の
恩
を
忘
れ
ず
に
手
墨
学
問
に
励
み
、
島
国
の
た
め
に
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
を
士
の
遺
児
に
激
励
。
⑪
番
（
’
’
二
四
頁
）
発
話
者
は
千
代
松
。
身
分
は
子
（
安
川
の
子
の
遺
児
）
。
詞
章
・
台
詞
⑪番（｜｜
詞
章
・
台
詞
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キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
お
臣
下
に
生
れ
た
る
、
道
よ
－
ユ
て
や
く
ら
」
。
徳
目
は
忠
。
主
君
の
恩
を
胸
に
秘
め
て
朝
夕
稽
古
し
て
心
を
尽
く
し
、
臣
下
に
生
れ
た
る
、
臣
下
の
道
を
歩
む
こ
と
を
約
束
し
た
士
の
遺
児
。
上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、
儒
学
の
忠
孝
徳
の
徳
目
が
見
ら
れ
る
詞
章
・
台
詞
の
実
例
は
二
十
一
数
え
る
。
以
下
は
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
詞
章
・
台
詞
に
み
る
主
君
の
徳
治
、
臣
下
の
忠
誠
、
親
へ
の
孝
行
及
び
士
の
未
亡
人
の
貞
淑
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
を
行
う
。
儒
学
の
大
き
な
特
徴
は
君
子
に
徳
治
、
つ
ま
り
人
民
に
慈
悲
を
含
め
た
恩
徳
を
施
す
政
治
を
勧
め
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
は
君
子
た
る
者
の
責
務
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
徳
治
を
勧
め
る
詞
章
・
台
詞
は
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
も
確
認
で
き
、
以
下
の
よ
う
に
纏
め
る
。
②
番
豊
世
松
の
按
司
の
台
詞
分
析
で
王
君
に
立
て
ら
れ
て
生
ま
れ
て
い
る
運
命
で
は
あ
る
が
、
我
が
身
か
ら
戒
め
慎
み
や
慈
悲
の
心
を
尽
し
て
民
の
治
め
を
し
な
け
れ
ば
天
の
道
に
背
く
こ
と
に
な
る
と
、
主
君
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
治
国
の
道
と
し
て
、
主
君
の
慈
悲
あ
る
振
る
舞
い
、
徳
政
の
執
行
、
役
人
の
裁
量
任
用
、
天
の
道
を
守
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
顔
と
身
分
を
隠
し
、
国
を
巡
見
し
、
行
い
の
良
き
も
の
を
褒
賞
し
、
三
．
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
み
る
徳
治
思
想
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悪
い
も
の
を
戒
め
る
行
動
を
取
る
。
③
番
口
説
の
詞
章
分
析
》
天
命
を
授
け
主
君
に
な
っ
て
こ
そ
、
天
の
意
向
に
従
い
道
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
踏
む
と
い
う
主
君
の
自
覚
。
里
、
島
め
ぐ
り
し
て
善
し
悪
し
を
見
極
め
な
が
ら
、
善
き
を
取
り
立
て
、
天
の
心
を
仰
ぐ
と
い
う
治
国
の
道
を
自
覚
し
て
い
る
主
君
の
姿
が
読
み
取
れ
る
。
⑨
番
間
の
物
の
詞
章
分
析
》
寒
が
っ
て
い
る
者
に
は
着
物
を
、
飢
え
た
者
に
は
食
物
を
与
え
る
と
い
う
慈
悲
心
を
主
君
が
持
っ
て
治
国
に
あ
た
れ
ば
、
百
姓
は
主
君
を
わ
が
親
の
よ
う
に
敬
い
、
罪
科
に
走
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
想
の
世
が
描
か
れ
て
い
る
。
臣
下
を
わ
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
、
臣
下
は
主
君
を
わ
が
親
の
よ
う
に
仰
ぐ
。
ま
た
、
取
立
て
が
あ
る
か
ら
百
姓
は
こ
れ
に
こ
こ
ろ
ざ
し
、
犯
罪
が
な
く
な
る
と
い
う
社
会
風
俗
が
形
成
で
き
る
と
い
う
。
⑩
番
問
の
物
の
詞
章
分
析
》
賢
明
な
主
君
が
治
国
し
て
い
る
か
ら
お
役
々
や
末
々
ま
で
心
は
一
つ
に
な
り
、
万
民
が
孝
行
一
筋
、
和
気
藷
々
と
暮
ら
し
て
い
る
和
睦
の
世
。
主
君
が
徳
治
の
お
手
本
を
民
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
に
感
化
し
た
民
も
親
に
孝
行
一
筋
、
兄
弟
和
睦
、
朋
輩
に
は
真
心
を
も
っ
て
付
き
合
う
と
い
う
。
こ
れ
が
「
徳
治
」
の
道
で
⑪
番
は
間
の
物
の
孝
行
を
取
り
上
げ
る
徳
治
の
具
体
例
で
あ
り
、
徳
治
を
行
う
主
君
を
頌
歌
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑮
番
岩
崎
の
ひ
や
の
詞
章
分
析
》
賢
明
な
主
君
の
惠
で
民
も
栄
え
て
い
る
。
君
と
臣
下
の
道
が
守
ら
れ
、
主
君
の
徳
化
は
遠
く
ま
で
輝
い
て
い
る
。
主
君
の
恵
み
に
民
は
や
す
や
す
と
栄
え
て
、
百
姓
は
小
石
が
大
き
な
石
に
な
る
ま
で
の
ご
在
位
を
朝
夕
に
願
い
、
主
君
の
末
永
い
治
国
を
願
う
。
そ
の
結
果
、
主
君
の
徳
化
は
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
徳
治
に
ある。
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よ
る
治
国
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
。
一
方
、
按
司
加
那
志
は
島
国
の
様
子
や
風
俗
の
良
し
悪
し
を
御
見
分
さ
れ
て
取
り
立
て
る
御
心
が
あ
る
。
⑯
番
岩
崎
の
ひ
や
の
台
詞
分
析
》
慈
悲
あ
る
世
に
生
ま
れ
た
民
は
幸
せ
で
あ
る
。
主
君
が
徳
政
を
行
う
結
果
、
民
が
幸
せ
に
暮
ら
す
と
い
う
微
笑
ま
し
い
結
論
に
つ
な
が
る
。
⑰
番
台
詞
は
士
の
未
亡
人
の
貞
淑
及
び
母
親
に
感
化
さ
れ
家
事
を
手
伝
い
な
が
ら
学
問
に
励
む
士
の
遺
児
の
行
い
を
世
に
中
の
お
手
本
と
し
て
「
よ
し
を
取
り
上
げ
る
」
徳
治
を
示
す
具
体
例
で
あ
り
、
主
君
の
頌
歌
に
つ
な
が
る
好
例
で
ある。上記
八
例
の
詞
章
・
台
詞
か
ら
「
易
姓
革
命
」
を
連
想
す
る
。
「
易
姓
革
命
」
と
は
、
「
中
国
古
来
の
政
治
思
想
。
天
子
は
天
命
を
受
け
て
天
下
を
治
め
る
が
、
も
し
そ
の
家
（
姓
）
に
不
徳
の
者
が
出
れ
ば
、
別
の
有
徳
者
が
天
命
を
受
け
（Ⅵ） 
て新しい王朝を開くという｝」と」をいう。
「
易
姓
革
命
」
に
関
し
て
は
『
中
国
思
想
辞
典
」
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。
王
朝
の
交
代
す
る
こ
と
を
い
う
。
易
姓
と
は
姓
を
易
（
か
）
え
る
と
い
う
こ
と
で
中
国
で
は
古
来
国
家
を
も
っ
て
一
姓
の
業
と
し
、
王
姓
の
世
襲
と
国
す
な
わ
ち
王
朝
の
存
続
と
は
同
義
で
あ
っ
た
か
ら
、
王
姓
の
変
更
は
そ
の
ま
ま
王
朝
の
交
代
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
革
命
と
は
、
天
命
が
革
（
あ
ら
た
）
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
中
国
で
は
、
古
来
帝
王
は
天
命
を
受
け
て
天
に
代
っ
て
天
下
を
統
治
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
来
有
徳
者
な
る
ゆ
え
を
も
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要
す
る
に
、
以
上
の
詞
章
・
台
詞
か
ら
、
賢
明
な
主
君
に
恵
ま
れ
る
臣
下
と
民
は
幸
せ
者
で
あ
り
、
賢
明
な
主
君
が
治
ま
る
世
の
中
は
泰
平
で
あ
る
。
主
君
自
ら
徳
治
を
行
え
ば
、
下
に
い
る
民
も
自
ら
賢
明
な
主
君
に
従
う
と
い
う
儒
学
の
徳
治
思
想
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
こ
れ
を
「
仁
愛
型
徳
治
」
と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な徳治を実現させる一つの重要手段として「賢母三遷の巻」においては主君の「微行」が描かれている。
（焔）
「微行」は「（身分の高い人が）こっそりと外出・他行する一」と。しのびあるき。御忍び」をいう。琉
球の国劇組踊に「微行」を取り上げる演目は「賢母三遷の巻」の他に、「巡見宮三孝女布晒」「伊祖の子」
う
に
し
っ
か
り
と
治
国
の
道
を
踏
む
、
と
い
う
、
主
君
の
自
覚
を
促
す
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
は
、
主
君
が
慈
悲
を
持
っ
て
治
国
に
あ
た
れ
ば
、
百
姓
は
主
君
を
敬
い
、
罪
科
に
走
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
想
郷
が
描
か
れ
て
い
る
。
臣
下
を
わ
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
、
臣
下
は
主
君
を
わ
が
親
の
よ
う
に
仰
ぐ
。
ま
た
、
取
立
て
が
あ
る
か
ら
百
姓
は
こ
れ
に
こ
こ
ろ
ざ
し
、
犯
罪
が
な
く
な
る
と
い
う
社
会
風
俗
が
形
成
で
き
る
とぐ
い。
うま
○ユか
つ
ま
り
、
「
易
姓
革
命
」
か
ら
、
天
命
を
授
け
ら
れ
、
王
君
に
な
っ
て
こ
そ
、
天
の
意
向
に
従
い
道
を
間
違
え
な
い
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
も
し
も
帝
王
の
徳
が
衰
え
て
天
子
た
る
実
を
失
い
、
し
た
が
っ
て
民
心
も
離
反
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も
は
や
天
命
は
そ
の
人
を
去
っ
て
、
別
の
有
徳
者
が
あ
ら
た
に
天
命
を
受
け
て
天
子
に
な
る
と
（巧）
いうのであって、かく天命が革まり代る｝」とを革〈叩という。後略。
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「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
タ
イ
ト
ル
を
眺
め
る
と
、
中
国
の
か
の
有
名
な
、
戦
国
時
代
の
儒
家
を
代
表
す
る
人
物
孟
子
の
母
に
ま
つ
わ
る
伝
説
「
孟
母
三
遷
」
を
連
想
す
る
。
「孟母三選」は、「［劉向、列女伝］孟子の母が、最初は墓所の近くにあった住居を、次に市場の近くに、
（Ⅳ） 
さ
ら
に
学
校
の
近
く
に
と
一
二
度
遷
し
か
え
て
、
孟
子
の
教
育
の
た
め
に
よ
い
環
境
を
得
よ
う
と
は
か
っ
た
故
事
」
で
あ
る
。
賢
い
孟
子
の
母
は
子
供
の
教
育
に
適
し
た
環
境
を
選
ん
で
居
所
を
三
度
引
っ
越
し
た
と
い
う
故
事
と
し
て
、
儒
学
の
影
響
を
受
け
た
国
々
に
伝
わ
り
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
し
い
年
代
は
確
定
で
き
な
い
が
琉
球
国
に
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
孟
母
三
遷
」
は
、
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
尚
議
十
五
）
に
書
か
れ
た
松
田
区
の
組
踊
本
に
は
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
と
し
て
登
場
す
る
。
親
子
の
会
話
も
儒
学
の忠孝（貞淑を含む）を連想する内容にアレンジされた。安川（士族）の妻（千代松の母親）が夫（士）
の
遺
児
の
千
代
松
の
教
育
に
苦
心
す
る
賢
母
と
し
て
登
場
す
る
。
千
代
松
が
田
舎
の
百
姓
の
村
に
住
む
と
村
人
に
交
わ
り
、
町
に
住
む
と
商
い
人
に
交
わ
り
、
学
問
に
は
精
進
し
な
い
あ
り
様
に
心
痛
め
、
学
問
所
の
近
く
に
居
を
求
め
て
旅
がある。御忍びを通して「良き行いは取り上げ、悪いものは罰される」という徳治を行う主君を頌歌
する組踊である。
四
．
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
み
る
孝
行
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立
つ
の
が
幕
開
け
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
①
番
母
の
台
詞
分
析
》
子
供
は
見
た
ま
ま
を
ま
ね
し
て
し
ま
う
。
畑
す
る
人
の
し
ぐ
さ
や
い
ろ
い
ろ
の
戯
れ
ご
と
に
も
慣
れ
親
し
ん
で
い
く
と
子
の
た
め
に
な
ら
な
い
の
で
、
市
の
ほ
う
に
引
っ
越
し
た
が
、
子
供
は
商
人
の
ま
ね
を
し
て
遊
ん
で
い
る
。
今
は
貧
し
く
て
も
、
侍
の
家
に
生
れ
た
子
な
の
で
、
生
計
を
掛
け
持
ち
な
が
ら
物
習
い
を
勧
め
て
、
首
里
加
那
志
、
按
司
加
那
志
へ
の
ご
奉
公
を
、
人
よ
り
他
所
よ
り
勝
れ
て
さ
せ
て
、
亡
く
な
っ
た
父
祖
先
の
名
も
揚
げ
よ
う
と
母
親
は
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
好
ま
し
く
な
い
環
境
に
左
右
さ
れ
る
わ
が
子
の
た
め
、
島
尻
の
高
嶺
の
学
校
所
の
側
に
宿
を
求
め
た
。
士
の
子
に
は
物
習
い
を
し
て
か
ら
主
君
へ
の
奉
公
を
通
し
て
出
世
し
て
い
き
、
な
く
な
っ
た
父
親
や
ご
先
祖
の
名
を
あ
げ
る
役
割
が
待
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
幼
い
子
供
は
そ
れ
に
は
気
づ
か
な
い
で
い
る
。
母
親
と
し
て
、
さ
ら
に
士
の
未
亡
人
と
し
て
は
子
供
に
そ
れ
を
気
付
か
せ
る
役
割
を
背
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
士
の
名
を
守
る
未
亡
人
の
貞
淑
で
も
あ
る
と
悟
っ
た
母
親
は
、
子
供
に
少
し
で
も
物
習
い
に
良
い
環
境
を
与
え
よ
う
と
、
学
校
所
に
引
っ
越
し
て
い
く
。
こ
の
幕
開
け
の
詞
章
・
台
詞
か
ら
士
の
子
が
物
習
い
を
通
し
て
主
君
へ
の
奉
公
を
果
た
す
と
い
う
臣
下
か
ら
主
君
へ
の
忠
誠
が
う
か
が
わ
れ
る
。
も
う
一
方
、
孤
児
が
奉
公
を
通
し
て
出
世
し
、
亡
く
な
っ
た
父
祖
先
の
名
も
揚
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
先
祖
へ
の
孝
行
が
実
現
で
き
る
と
い
う
二
重
の
目
的
を
求
め
て
賢
い
母
親
は
懸
命
に
行
動
し
て
い
る
。
⑤
番
間
の
物
の
詞
章
分
析
》
苦
労
し
て
二
人
の
親
を
養
っ
て
い
る
が
、
運
が
悪
く
父
親
が
病
気
し
て
養
生
を
す
る
術
も
な
い
間
の
物
の
百
姓
が
泣
く
泣
く
人
の
内
と
な
っ
て
養
生
し
た
の
で
、
病
気
が
治
っ
た
。
身
売
り
を
し
て
使
用
人
に
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な
っ
た
百
姓
は
、
昼
は
主
人
の
奉
公
を
気
張
り
、
夜
は
夜
中
ま
で
自
分
の
畑
を
耕
し
て
ど
う
に
か
二
人
の
親
を
養
っ
て
い
る
と
い
う
。
孝
行
の
た
め
七
回
も
身
売
り
し
た
と
い
う
昔
の
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
病
弱
な
親
の
養
生
の
た
め
、
身
売
り
を
し
、
昼
間
は
奉
公
に
励
み
、
夜
は
畑
を
耕
す
親
孝
行
に
徹
す
る
百
姓
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
物
語
に
は
「
な
シ
ゆひのはたけの伝説」が唱えられている。「なシゆひ」は「ナナュフィーバカご昌旦弓三一冨百の略。
ナナユフィーニ冒巳二三一は七度身請けする意。親のため七度身を売り、身請けしたという伝説のあ
（旧）
る孝子の墓。その付近の地をナネーファー］四コの⑦ゴミ四という」。この伝説に関しては池宮正治編著『宜
（旧）
野座村乃文化財（七）上刊『宜野座村松田（古知屋）の組踊集』翻刻本」に詳しい。「賢母一二遷の巻」
に
登
場
す
る
百
姓
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
た
、
貧
し
い
中
、
身
売
り
を
し
て
親
を
養
う
「
な
シ
ゆ
ひ
の
は
た
け
」
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
親
孝
行
を
実
行
す
る
。
⑥
番
間
の
物
の
詞
章
分
析
》
苦
労
し
て
親
孝
行
に
励
む
百
姓
の
姿
。
病
気
で
あ
る
親
の
養
生
の
た
め
身
売
り
を
す
る
。
昼
は
主
人
の
奉
公
に
務
め
、
夜
は
自
分
の
皇
を
耕
し
、
二
人
の
親
を
養
う
。
⑦
番
按
司
の
台
詞
分
析
》
親
孝
行
は
人
の
道
。
孝
行
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
お
助
け
が
あ
る
と
い
う
。
⑧
番
間
の
物
の
詞
章
分
析
》
農
家
の
真
似
事
、
商
売
人
の
真
似
事
は
士
の
子
に
相
応
し
く
な
い
。
学
校
の
そ
ば
で
手
墨
学
問
を
真
似
る
こ
と
こ
そ
、
士
の
子
に
相
応
し
い
と
い
う
価
値
観
。
子
供
が
学
問
を
通
し
て
先
祖
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
に
期
待
す
る
未
亡
人
の
母
親
は
少
し
で
も
子
に
良
い
環
境
を
与
え
よ
う
と
三
遷
し
て
学
校
所
の
側
に
落
ち
着
い
た
。
苦
し
い
生
活
を
営
み
な
が
ら
、
母
親
は
子
へ
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
。
｜
方
、
子
は
親
孝
行
の
立
場
に
立
ち
、
家
計
を
助
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け
な
が
ら
お
稽
古
事
を
怠
ら
ず
、
あ
ば
ら
家
の
内
で
、
草
木
が
眠
る
夜
中
ま
で
読
書
し
て
い
る
。
親
子
の
曰
々
の
営
み
は
按
司
に
取
り
立
て
ら
れ
る
と
信
じ
る
百
姓
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
按
司
の
巡
見
は
百
姓
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
試
み
は
初
め
て
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
⑪
番
按
司
の
詞
章
分
析
函
百
姓
の
孝
心
に
感
動
し
た
主
君
は
身
請
け
の
お
金
を
出
し
て
助
け
て
あ
げ
た
。
ま
さ
に
「
よ
しは取り上げ」る約束の具体化といえる。親孝行の果報。
⑫
番
間
の
物
の
詞
章
分
析
四
Ａ
は
「
黄
金
の
羽
釜
」
の
伝
説
。
Ｂ
は
身
に
起
き
た
事
実
。
両
者
と
も
親
孝
行
へ
の
ご
褒
美
。
孝
行
す
れ
ば
自
ら
御
助
け
が
あ
る
と
い
う
因
果
応
報
の
実
現
。
⑬
番
歌
分
析
》
親
孝
行
す
れ
ば
果
報
が
つ
い
て
く
る
と
い
う
勧
善
懲
悪
的
な
琉
歌
。
⑭
番
千
代
松
の
詞
章
分
析
》
生
計
を
掛
け
持
ち
し
て
勉
強
し
て
、
按
司
加
那
志
へ
の
ご
奉
公
を
執
り
行
お
う
と
、
苦
し
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
希
望
を
も
っ
て
母
を
舅
め
て
い
る
子
。
⑰番按司の詞章分析》親子二人は人に勝る行いをしたため褒美が与えられた（主君からの評価）。
⑬
番
按
司
の
詞
章
分
析
》
貧
し
い
中
、
士
の
本
分
を
失
わ
ず
、
子
供
の
教
育
に
苦
心
す
る
母
親
と
朝
夕
母
の
言
い
つ
け
を
守
り
勉
学
に
励
む
子
。
平
凡
で
な
い
母
子
は
世
の
中
の
お
手
本
で
あ
り
、
島
国
の
鏡
で
あ
る
か
ら
ご
褒
美
と
職
位
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
良
し
悪
し
を
見
極
め
、
良
い
も
の
は
取
上
げ
る
実
践
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
①
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑭
、
⑰
、
⑬
番
の
詞
章
・
台
詞
が
語
っ
て
い
る
士
の
遺
児
の
孝
行
物
語
及
び
百
姓
（
間
の
物
）
の
孝
行
物
語
は
以
下
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
纏
め
ら
れ
る
。
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百
姓
の
孝
行
の
実
例
と
し
て
、
物
語
に
登
場
す
る
百
姓
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
た
「
黄
金
の
羽
釜
」
伝
説
と
「
な
夢
ゆ
ひ
の
は
た
け
」
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
身
売
り
し
て
局
一
間
は
主
人
奉
公
、
夜
は
夜
中
ま
で
畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
二
人
の
親
を
養
う
。
こ
の
よ
う
な
親
孝
行
の
パ
タ
ー
ン
を
「
世
話
型
孝
行
」
と
名
づ
け
る
。
こ
の
営
み
が
微
行
し
て
い
る
按
司
の
目
に
留
ま
り
、
感
動
し
た
按
司
は
百
姓
の
身
請
け
金
を
支
払
い
、
問
の
物
（
百
姓
）
を
自
由
の
身
に
さ
せ
、
親
へ
の
「
世
話
型
孝
行
」
に
専
念
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
微
行
を
通
し
て
「
徳
治
」
を
行
う
主
君
を
頌
歌
す
る
こ
と
に
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
特
徴
が
ひ
そ
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
士
族
の
遺
児
の
孝
行
の
実
例
と
し
て
、
賢
い
母
親
の
指
導
に
従
い
、
家
事
を
手
伝
い
な
が
ら
勉
学
す
る
士
の
遺
児
の
子
が
登
場
す
る
。
さ
ら
に
④
番
の
台
詞
に
お
い
て
は
、
あ
ば
ら
家
か
ら
草
木
が
眠
る
夜
中
ま
で
読
書
に
励
む
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
。
読
書
で
自
己
救
済
し
、
主
君
奉
公
と
い
う
願
い
が
叶
え
ば
母
親
を
楽
に
さ
せ
よ
う
と
す
る
孝
行
志
向
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
親
孝
行
の
パ
タ
ー
ン
を
「
出
世
型
孝
行
」
と
名
づ
け
る
。
前
述
の
『
中
国
思
想
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
忠
は
、
本
来
、
ま
こ
と
。
ま
ご
こ
ろ
と
い
う
一
般
的
規
範
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
後
期
に
臣
下
の
君
上
に
対
す
る
忠
誠
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
宗
法
的
な
世
襲
に
よ
る
君
臣
関
係
が
崩
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
才
能
に
よ
る
禄
仕
の
君
臣
関
係
に
移
行
す
る
過
程
で
、
職
務
に
対
す
る
忠
実
さ
と
い
う
規
範
か
ら
、
し
だ
い
に
五
．
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
み
る
忠
誠
292 
Hosei University Repository
⑲
番
按
司
の
詞
章
分
析
当
手
墨
学
問
ひ
と
か
た
に
な
ら
て
、
嶋
国
の
た
め
に
な
よ
る
ご
と
に
」
と
、
学
問
に
精
を
だ
し
て
島
国
に
役
立
つ
よ
う
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
士
の
遺
児
千
代
松
を
励
ま
す
按
司
。
主
君
の
臣
下
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（ね）
職務の根源である主君への忠誠へし」転じていったものである」し」いう。「賢母一一一遷の巻」にも、職務
に
対
す
る
忠
実
は
職
務
の
根
源
で
あ
る
主
君
へ
の
忠
誠
に
つ
な
が
る
詞
章
・
台
詞
が
見
ら
れ
、
以
下
に
ま
と
め
る
。
＠
番
千
代
松
の
台
詞
分
析
当
お
臣
下
に
生
れ
た
る
、
道
よ
立
て
や
く
ら
」
と
、
ご
恩
を
胸
に
深
く
刻
ん
で
、
朝
夕
勉
学
し
て
心
を
尽
し
て
、
主
君
の
臣
下
に
生
れ
た
道
（
運
命
）
を
守
る
。
主
君
に
対
す
る
報
恩
の
約
束
を
誓
う
シ
ー
ン
要
す
る
に
、
生
活
の
営
み
と
士
の
遺
児
の
教
育
に
精
を
出
し
て
い
る
母
親
と
お
手
伝
い
し
な
が
ら
草
木
が
眠
る
夜
中
ま
で
あ
ば
ら
家
で
勉
学
に
励
み
、
出
世
し
て
親
孝
行
を
夢
見
る
子
に
、
民
情
調
査
に
微
行
し
た
按
司
が
出
会
い
、
こ
の
親
子
を
国
の
鏡
、
世
の
中
の
手
本
と
し
て
評
価
し
、
褒
美
を
与
え
た
上
、
子
を
高
嶺
の
地
頭
に
登
用
す
る
と
命
じ
た
。
これを受けてこの恩恵は忘れずに心に刻んで勉学して奉公して主君に忠誠を尽すと約束した士の遺児
⑳
番
富
田
大
主
の
詞
章
分
析
当
手
墨
学
問
お
の
外
の
事
も
、
誠
に
嶋
国
の
た
め
に
な
よ
る
も
の
や
、
忠
節
よ
尽
ち
」
と
、
主
君
の
ご
恩
の
あ
り
が
た
さ
を
心
に
刻
ん
で
、
学
問
以
外
の
こ
と
も
、
島
国
の
た
め
に
な
る
な
ら
ば
、
忠
節
を
尽
し
、
主
君
の
恩
徳
が
四
方
の
国
迄
輝
か
す
よ
う
に
心
を
尽
せ
よ
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
千
代
松
に
主
君
の
ご
褒
美
を
伝
え
る
按
司
の
臣
下
の
富
田
大
主
が
、
千
代
松
に
向
か
っ
て
臣
下
と
し
て
主
君
に
報
恩
す
る
義
務
を
述
べ
て
い
る
。
である。
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の
千
代
松
。
恩
恵
を
与
え
る
主
君
と
こ
れ
に
対
し
て
忠
誠
を
も
っ
て
奉
公
す
る
と
報
恩
を
誓
う
臣
下
。
親
孝
行
及
び
物
習いを通して生まれた才能が主君に認められ、按司の取り上げによる禄仕の君臣関係が成立した。い
わ
ば
、
主
君
に
よ
る
下
賜
（
徳
）
と
臣
下
に
よ
る
報
恩
（
忠
）
の
垂
直
関
係
が
確
認
で
き
る
詞
章
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
でこのパターンの忠誠を「奉公型忠誠」と名づける。
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
儒
学
文
化
圏
に
お
い
て
は
「
孟
母
三
遷
」
と
い
う
伝
説
が
伝
わ
り
、
孟
母
は
子
供
を
育
て
る
環境に気を配る賢い母親のお手本として知られている。もう一方、組踊「賢母三遷の巻」は「孟母三遷」
から題材を得たと思われるが、物語の底流には、儒学思想の「徳治」「孝行」「忠誠」が織り込まれて
いる。それを反映する詞章・台詞について考察を行った結果、「賢母三遷の巻」にみられる徳治は「仁
愛型徳治」である結論が導かれている。孝行に関しては、百姓には「世話型孝行」が、士の遺児には
「出世型孝行」が描かれ、忠誠に関しては「奉公型忠誠」が理想図として描かれている。
と
こ
ろ
で
、
徳
治
と
は
、
主
君
に
よ
る
支
配
は
力
で
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
徳
の
あ
る
統
治
者
が
そ
の
持
ち
前
の
徳
を
も
っ
て
人
民
を
治
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
政
治
理
念
で
あ
る
。
即
ち
、
真
っ
直
ぐ
な
心
を
も
っ
て
相
手
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
で
自
ら
も
恩
恵
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
書
経
』
や
「
詩
経
』
で
は
、
こ
う
し
た
結びに
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徳
は
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
内
面
的
な
道
徳
で
あ
り
、
自
ら
研
讃
し
て
実
行
を
積
み
重
ね
て
内
外
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
人
に
限
り
天
命
を
受
け
天
子
（
主
君
）
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
孔
子
は
『
論
語
」
の
中
で
「
導
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
。
導
之
以
徳
、
齊
之
以
禮
、
有
恥
有
格
」
と
訴
え
て
い
る
。
政
治
を
以
て
治
め
、
刑
罰
を
以
て
と
と
の
え
れ
ば
、
民
は
免
れ
て
恥
じ
知
ら
ず
に
な
る
。
徳
を
以
て
治
め
、
礼
節
を
以
て
秩
序
を
保
と
う
と
努
め
れ
ば
、
民
は
差
恥
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
不
正
を
働
か
な
く
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
登
場
す
る
按
司
（
主
君
）
に
は
「
仁
愛
型
徳
治
」
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
自
覚
し
た
按
司
（
主
君
）
は
微
行
し
て
、
里
々
、
島
々
を
巡
り
、
良
し
悪
し
を
見
分
し
て
、
良
き
は
取
り
入
れ
、
楽
も
苦
も
民
と
共
に
し
な
が
ら
幾
千
代
も
天
の
心
（
意
向
）
を
仰
ぐ
と
い
う
の
は
主
君
の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
責
務
を
果
た
し
た
良
き
手
段
の
一
つは「微行」であり、「微行」の目的は、「良し悪しを見分し」、「良きは取り入れ」る。その結果、臣
下
は
主
君
を
わ
が
親
の
よ
う
に
仰
ぐ
。
ま
た
、
取
立
て
が
あ
る
か
ら
百
姓
は
こ
れ
に
こ
こ
ろ
ざ
し
、
犯
罪
が
な
く
な
る
と
い
う
社
会
風
俗
が
形
成
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
一
方
、
士
の
未
亡
人
に
は
先
祖
へ
の
孝
が
求
め
ら
れ
る
。
先
祖
の
名
を
上
げ
る
こ
と
は
孝
行
の
一
つ
と
し
て
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
夫
に
先
に
立
た
れ
助
け
も
な
い
女
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
士
の
未
亡
人
の
貞
淑を守り難儀しても貧しくても士の本分を失わず、わが子をすすめて奉公させて、先祖の名を揚げよ
う
と
、
住
む
場
所
を
選
ん
で
育
児
に
心
掛
け
る
母
親
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
は
士
の
遺
児
と
し
て
、
家
計
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
出
世
し
て
親
孝
行
を
夢
見
る
。
親
子
二
人
は
、
徳
治
の
政
治
を
行
う
手
段
の
一
つ
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と
し
て
、
顔
や
身
分
を
隠
し
な
が
ら
微
行
し
て
国
中
を
巡
見
し
た
按
司
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
の
中
の
お
手
本
、
島
国
の
鏡
と
し
て
ご
褒
美
と
職
位
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
百
姓
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
た
「
黄
金
の
羽
釜
」
伝
説
と
「
な
シ
ゆ
ひ
の
は
た
け
」
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
身
売
り
し
て
届
一
間
は
主
人
奉
公
、
夜
は
畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
二
人
の
親
を
養
う
。
そ
も
そ
も
近
世
に
お
い
て
中
国
を
は
じ
めとするアジア諸国では儒学の孝行を唱える「’’十四孝」が広く流布していた。「二十四孝」の一つに、
二
度
と
巡
り
合
え
な
い
老
母
の
た
め
、
食
事
を
食
べ
る
口
を
減
ら
そ
う
と
、
涙
を
抑
え
な
が
ら
幼
い
わ
が
子
を
埋
め
よ
う
と
、
士
を
掘
っ
て
い
る
郭
巨
と
い
う
孝
子
の
前
に
、
黄
金
の
釜
が
現
れ
、
そ
の
釜
に
は
、
「
天
賜
孝
子
郭
巨
、
官
不
得
奪
、
民
不
得
取
」
（
天
が
孝
子
の
郭
巨
に
賜
る
も
の
で
あ
り
、
宮
が
奪
っ
て
は
な
ら
ず
、
他
人
が
取
っ
て
は
な
ら
な
い
）
と
い
う
文
字
が
あ
る
云
々
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
「
黄
金
の
羽
釜
」
伝
説
は
こ
れ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、（皿）
近
世
琉
球
に
親
孝
行
す
る
者
に
は
必
ず
《
」
褒
美
が
賜
れ
る
と
い
う
念
仏
歌
の
「
仲
順
流
れ
」
が
広
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
素
材
を
も
と
に
「
黄
金
の
羽
釜
」
伝
説
が
作
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
貧
し
い
百
姓
は
こ
の
伝
説
に
励
ま
さ
れ
、
親
孝
行
す
る
者
は
必
ず
報
わ
れ
る
と
信
じ
、
夜
中
ま
で
畑
作
業
に
励
む
。
そ
の
結
果
、
百
姓
の
孝
心
に
感
動
し
、
巡
見
し
て
い
る
主
君
は
身
請
け
の
お
金
を
出
し
て
助
け
て
あ
げ
た
。
「
黄
金
の
羽
釜
」
の
伝
説
が
百
姓
（
間
の
物
）
の
身
に
起
き
た
真
実
と
な
っ
た
。
孝
行
す
れ
ば
自
ら
御
助
け
が
あ
る
と
い
う
因
果
応
報
が
現
実
と
な
り
、
ま
さ
に
「
よ
し
は
取
り
上
げ
」
る
約
束
の
具
体
化
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
踊
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
は
、
忠
孝
と
勤
勉
さ
が
報
い
ら
れ
る
と
い
う
人
間
の
楽
観
的
な
明
る
さ
と
、
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明
る
い
展
望
も
曰
々
の
忠
誠
や
生
き
る
努
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
切
実
に
訴
え
か
け
て
い
る
。
物
語
に
登
場
す
る
島
国
は
、
主
君
か
ら
百
姓
に
至
る
ま
で
銘
々
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
が
伴
わ
れ
て
い
る
理
想
郷
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
程
順
則
の
「
六
諭
桁
義
」
の
第
一
条
の
「
孝
敬
父
母
」
、
第
五
条
の
「
教
訓
子
孫
」
、
第
六
条
「
各
安
生
理
」
の
実
現
、
若
し
く
は
理
想
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
は
琉
球
国
時
代
で
は
上
演
さ
れ
（ヱ）
た
記
録
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
影
印
本
を
み
る
限
り
、
（
□
本
は
近
世
に
抄
写
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
の
よ
う
に
、
「
徳
治
」
「
孝
行
」
「
忠
誠
」
と
い
っ
た
三
大
儒
学
の
実
践
徳
目
を
一
つ
の
組
踊
に
織
り
込
む
の
は
珍
し
い
。
ま
た
、
組
踊
に
敵
討
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
演
目
が
多
く
存
在
す
る
。
敵
討
を
取
る
扱
う
組
踊
に
は
、
主
君
が
闇
打
ち
に
さ
れ
た
後
、
生
き
残
っ
た
家
臣
が
主
君
の
仇
を
取
る
「
敵
討
型
忠
誠
」
及
び
主
君
や
士
族
の
遺
児
が
親
を
闇
打
ち
に
し
た
敵
を
討
ち
と
る
「
敵
討
型
孝
行
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
み
る
「
忠
誠
」
は
「
歯
に
は
歯
を
、
目
に
は
目
を
」
と
い
っ
た
敵
討
型
の
も
の
で
は
な
く
、
「
手
墨
学
問
」
を
通
し
て
主
君
へ
の
「
奉
公
型
忠
誠
」
が
、
士
族
の
遺
児
に
よ
る
親
へ
の
孝
行
は
「
手
墨
学
問
」
を
通
し
て
「
出
世
型
孝
行
」
が
、
百
姓
に
よ
る
孝
行
は
「
世
話
型
孝
行
」
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
点
に
敵
討
を
取
り
扱
う
他
の
組
踊
と
の
相
異
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
主君による微行に関しては、「巡見官」「孝女布晒」「伊祖の子」にも巡見（微行）がみられるが、「善
し
悪
し
」
を
取
り
上
げ
る
対
象
は
士
族
の
子
や
士
族
に
留
ま
り
、
百
姓
に
ま
で
目
線
が
届
か
な
い
の
に
対
し
て
、
「
賢
母
三
遷
の
巻
」
に
登
場
し
た
、
微
行
に
よ
る
「
仁
愛
型
徳
治
」
を
実
行
す
る
按
司
は
、
士
族
の
親
子
に
留
ま
ら
ず
、
問
の
物
（
百
姓
）
に
ま
で
、
「
徳
治
」
を
広
め
る
の
は
こ
の
組
踊
の
大
き
な
特
徴
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
儒
学
の
視
点
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『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
一
九
八
三
年
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
文
庫
二
○
○
六
年
当
間
一
郎
「
組
踊
」
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
上
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
一
九
八
三
年
九
七
一
一
頁
「
忠
」
「
孝
」
「
徳
」
は
儒
学
の
重
要
徳
目
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
「
忠
」
と
「
孝
」
は
常
に
「
忠
孝
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
忠
孝
」
と
「
徳
」
に
関
し
て
は
「
中
国
思
想
辞
典
』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
忠
孝
儒
学
に
お
け
る
実
践
上
の
二
大
徳
目
。
孝
は
、
子
の
親
に
対
す
る
規
範
。
家
族
主
義
に
基
づ
く
宗
法
制
を
背
景
と
す
る
儒
学
思
想
の
根
本
と
な
る
徳
目
で
、
具
体
的
に
は
親
の
生
時
に
は
敬
愛
と
扶
養
と
を
尽
く
し
、
死
後
に
は
葬
祭
を
あ
つ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
忠
は
、
本
来
、
ま
こ
と
。
ま
ご
こ
ろ
と
い
う
一
般
的
規
範
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
後
期
に
臣
下
の
君
上
に
対
す
る
忠
誠
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
宗
法
的
な
世
襲
に
よ
る
君
臣
関
係
が
崩
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
才
能
に
よ
る
禄
仕
の
君
臣
関
係
に
移
行
す
る
過
程
で
、
職
務
に
対
す
る
忠
実
さ
と
い
う
規
範
か
ら
、
し
だ
い
に
職
務
の
根
源
で
あ
る
主
君
へ
の
忠
誠
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
私
的
な
家
族
秩
序
と
公
的
な
国
家
社
会
秩
序
と
は
連
続
す
る
と
み
る
儒
学
の
基
本
立
場
か
ら
、
相
対
的
君
臣
関
係
の
強
化
の
た
め
に
、
血
縁
に
よ
る
絶
対
的
な
親
子
関
係
へ
の
擬
制
化
が
な
さ
れ
、
「
忠
臣
孝
子
」
（
『
筍
子
巳
と
並
称
さ
れ
る
よ
う
になった。以後、忠孝は中国の封建社会を公私一貫して支配する道徳原理となった。」（浜口富士雄「忠孝」『中
国
思
想
辞
典
』
日
原
利
国
編
研
文
出
版
一
九
八
四
年
二
九
五
’
二
九
六
頁
）
299組踊「賢母三遷の巻」にみる儒学思想
Hosei University Repository
／■、〆￣、／■、／戸、'－，／￣、／■、／■、
1１１０９８７６５４ 
、‐〆、＝〆、－、_〆、＿ノ、－／、＿／、－ノ
（３） 
儒
家
的
政
治
思
想
で
「
徳
治
」
と
い
う
場
合
に
は
、
武
力
や
刑
罰
な
ど
の
外
的
手
段
を
用
い
ず
に
、
相
手
を
心
服
さ
せ
て
統
治することをいう。そういう形で影響力を相手に及ぼす為政者の道徳性が「徳」とよばれた。後略（筆者）。
（小倉芳彦「徳」『中国思想辞典』日原利国編研文出版一九八四年一一一一一一五’三一一一六頁）
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ら
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め
、
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よ
る
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」
（
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え
る
）
と
臣
下
に
よ
る
「
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」
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捧
げ
る
）
の
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直
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と
考
え
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れ
る
。
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頁
球
陽
研
究
会
『
球
陽
読
み
下
し
編
』
角
川
書
店
一
九
七
四
年
二
五
八
頁
前
掲
（
注
５
）
参
照
九
七
二
頁
前
掲
（
注
５
）
参
照
九
七
二
頁
矢
野
輝
雄
「
組
踊
を
聴
く
』
瑞
木
書
房
一
一
○
○
三
年
二
○
九
頁
前
掲
書
二
一
○
頁
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（
皿
）
池
宮
正
治
「
組
踊
の
論
理
ｌ
朝
薫
の
「
五
組
」
を
中
心
に
Ｉ
」
「
琉
球
文
学
論
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
一
九
七
六
年
二
／￣、／■、
２１２０ 
、‐〆、－ノ
（皿）
鈴
木
耕
太
「
冊
封
の
舞
台
に
供
さ
れ
た
組
踊
」
『
沖
縄
文
化
』
第
妬
巻
２
号
一
一
○
○
九
年
三
四
頁
『
広
辞
苑
第
五
版
』
’
九
九
八
、
二
○
○
三
年
岩
波
書
店
（
電
子
辞
書
）
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
一
九
八
四
年
一
六
頁
『
広
辞
苑
第
五
版
』
’
九
九
八
、
二
○
○
三
年
岩
波
書
店
（
電
子
辞
書
）
『
広
辞
苑
第
五
版
』
一
九
九
八
、
二
○
○
三
年
岩
波
書
店
（
電
子
辞
書
）
国
立
国
語
研
究
所
編
『
沖
縄
語
辞
典
』
’
九
八
三
年
四
○
九
頁
池
宮
正
治
編
著
『
宜
野
座
村
乃
文
化
財
（
七
）
上
刊
『
宜
野
座
村
松
田
（
古
知
屋
）
の
組
踊
集
』
翻
刻
本
』
沖
縄
県
宜
野
座
村
教育委員会一九八九年一一三四’一一一一一五頁
（注２）参照
池
宮
正
治
編
著
『
宜
野
座
村
乃
文
化
財
（
七
）
上
刊
『
宜
野
座
村
松
田
（
古
知
屋
）
の
組
踊
集
』
翻
刻
本
』
沖
縄
県
宜
野
座
村
教
育
委
員
会
一
九
八
九
年
一
九
二
’
一
九
五
頁
『
沖
縄
大
百
科
事
典
」
中
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
一
九
八
三
年
四
二
頁
五
七
頁
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